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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年８月期第１四半期の業績（平成23年９月１日～平成23年11月30日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年 ８月期第１四半期 3,581 － 1,000 － 999 － 584 －
23年 ８月期第１四半期 － － － － － － － －

 

 １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年 ８月期第１四半期 118.07 106.93
23年 ８月期第１四半期 － － 

（注）当社は第１四半期の業績開示を当事業年度より行っているため、23年８月期第１四半期の実績及び増減率については記載しておりません。 

※当社株式は平成23年９月27日をもって、東京証券取引所マザーズ市場に上場しているため、24年８月期第１四半期の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益は、新規上場日から当第１四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。 

 
（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

24年 ８月期第１四半期 3,741 2,476 66.2 
23年 ８月期 2,519 1,305 51.8 
（参考）自己資本    24年 ８月期第１四半期 2,476百万円  23年 ８月期 1,305百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
23年 ８月期 － 0.00 － 0.00 0.00   
24年 ８月期 －    

24年 ８月期(予想)  － － － －   

（注）1.当四半期における配当予想の修正の有無  ：無 

2.平成24年８月期の配当予想は未定です。 

 

 

 
３．平成24年８月期の業績予想（平成23年９月１日～平成24年８月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

第２四半期(累計) 7,481 － 2,000 － 1,999 － 1,173 － 46.33
通  期 － － － － － － － － － 

（注）1.当四半期における業績予想の修正の有無 ：有  

2.通期の業績予想に代えて翌四半期の業績予想を開示しております。詳細は添付資料2ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ

さい。 

3.当社は、四半期の業績開示を当事業年度より行っているため、第２四半期累計期間に対する前年同四半期増減率については記載しており

ません。 

 



 

４．その他   
 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 
 
 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 
 
 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年８月期１Ｑ 5,155,400株 23年８月期 4,680,900株

② 期末自己株式数 24年８月期１Ｑ －株 23年８月期 －株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年８月期１Ｑ 4,948,348株 23年８月期１Ｑ 4,678,500株

（注）平成23年４月21日付をもって、株式１株につき300株の株式分割を行っております。 

 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸

表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1．業績予想に関して 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の情報に基づいてお

り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

当社は、平成24年１月13日の臨時取締役会において、平成24年２月１日付で普通株式につき５株の割合で株式分割を行うことを決議いたしま

したが、当期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

2．配当予想金額に関して 

平成24年8月期の配当予想に関しましては、当社は業績連動型の配当を実施することを基本方針としているため、通期の業績予想について開示

が可能となった時点で配当予想額についても速やかに開示いたします。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるなかで、

サプライチェーンの立て直しや各種の景気浮場策による効果などを背景として、緩やかに持ち直しております。し

かしながら、電力供給の制限や原子力災害の影響に加え、欧州各国の財政危機などを背景とした海外景気の下振れ

や、タイの洪水による経済活動への影響等が懸念される状況が続きました。 

 当社を取り巻く事業環境としましては、国内大手SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）プラット

フォーム「mixi」が、平成23年11月より、ゲームのみをジャンルとして切り出した「mixiゲーム」を開始するな

ど、主力事業であるソーシャルゲームの国内市場は引き続き規模を拡大しております。 

 このような事業環境の中で、当社は引き続き「ソーシャル事業」を中心に成長を続けており、平成23年９月27日

には東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。当社に対する認知度や信頼性が向上し、資金調達や人材採

用が実施しやすくなることが期待される一方で、組織体制の整備や社員教育など、内部管理体制の一層の強化に取

り組みました。 

 また、平成23年11月には、広くインターネット領域において豊富な実績と知見を有する当社のインキュベーショ

ン事業部門として、ベンチャー企業の支援を行うべくKLab Ventures株式会社を設立することを決定し、平成23年12

月１日に設立いたしました。 

 この結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高3,581,423千円、営業利益1,000,947千円、経常利益999,937千

円、四半期純利益584,245千円となりました。 

  

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。  

①ソーシャル事業 

 ソーシャル事業におきましては、引き続き、これまでに投入したタイトルはいずれも安定した売上規模を維持

しており、加えて平成23年８月期後半に投入した「キャプテン翼～つくろうドリームチーム～モバイル」や「恋

してキャバ嬢ＧＰ」が当第１四半期累計期間において急速に売上を拡大したことから、当初の見込みを大きく上

回る売上高となりました。 

 なお、当第１四半期累計期間において新たにサービスを開始した「TALES OF KIZNA」及び旧タイトル「戦国バ

スター」をカードバトルゲームとして大幅にリニューアルした「覚醒進化！戦国バスター改」は、第２四半期以

降において業績への貢献が大きくなることが見込まれます。 

 この結果、当セグメントの売上高は3,125,109千円、セグメント利益は1,331,427千円となりました。 

  

②SI事業 

 SI事業におきましては、大手企業のモバイル公式コンテンツサイトのインフラ運用で安定した売上を計上して

いるほか、大手芸能事務所ポータルサイトのiPhone対応アプリやAndroid対応アプリの開発を受託するなど、ス

マートフォン関連の案件を中心に事業を展開し、ほぼ計画通りの進捗となりました。 

 この結果、当セグメントの売上高は352,460千円、セグメント利益は185,647千円となりました。 

  

③クラウド＆ライセンス事業  

 クラウド＆ライセンス事業におきましては、ライセンスサービスにおいて、パートナー企業の代理販売強化の

ため、共同で顧客向けセミナーを開催するなど、販売体制の強化に取り組みました。また、大手企業からの大量

発注もあり、計画を上回る売上となりました。しかしながら、ホスティングサービスにおいて「DSAS Hosting 

for Social」の提供先であるソーシャルアプリプロバイダー側の売上減少やサービスの停止により、事業全体と

しては、計画値を下回る実績となりました。 

 この結果、当セグメントの売上高は103,702千円、セグメント利益は29,257千円となりました。 

  

④その他 

 その他の事業として、モバイル広告の販売代理等を実施しております。 

 この結果、当セグメントの売上高は150千円、セグメント損失は715千円となりました。 

   

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

（資産）  

 当第１四半期会計期間末における資産合計は3,741,741千円となり、前事業年度末に比べ、1,222,574千円の増加

となりました。 
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 流動資産合計は3,094,070千円となり、前事業年度末に比べ、980,659千円の増加となりました。これは主に、現

金及び預金、受取手形及び売掛金の増加の結果によるものであります。 

 固定資産合計は647,670千円となり、前事業年度末に比べ、241,915千円の増加となりました。これは主に、有形

固定資産、敷金及び保証金の増加の結果によるものであります。 

   

（負債） 

 当第１四半期会計期間末における負債合計は1,265,527千円となり、前事業年度末に比べ、51,531千円の増加とな

りました。 

 流動負債合計は1,238,066千円となり、前事業年度末に比べ、153,669千円の増加となりました。これは主に、支

払手形及び買掛金の増加、１年内返済予定の長期借入金の減少によるものであります。 

 固定負債合計は27,461千円となり、前事業年度末に比べ、102,137千円の減少となりました。これは主に、長期借

入金の減少によるものであります。 

  

（純資産）  

 当第１四半期会計期間末における純資産合計は2,476,213千円となり、前事業年度末に比べ、1,171,042千円の増

加となりました。これは主に、増資による資本金及び資本剰余金の増加、四半期純利益の計上による利益剰余金の

増加によるものであります。 

  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成24年８月期につきましては、引き続き、市場規模が拡大していくと予想されるソーシャル事業に注力してま

いります。特に、国内におきましては、ユーザーあたりの課金額や課金率が高く、高い収益性が見込まれるジャン

ルのゲームに新作タイトルを集中することにより収益の最大化を目指すとともに、海外に向けての対応としまして

は、海外専任部隊の組織化や、スマートフォンアプリの提供等を行ってまいります。 

  

 平成24年８月期の業績見通しにつきましては、当社の主要事業であるソーシャルゲーム関連市場は、引き続き、

急速に成長しており、今後の市場規模を予測することが難しく、また、当社といたしましても継続的に成長するた

めに変化の激しい市場に合わせ、臨機応変に対応する必要があり、さまざまな不確実性に収益が大きく左右される

ことから、信頼性の高い通期及び半期での業績予想の算出が困難なため、当社では四半期毎に翌四半期の業績予想

を公表させていただきます。 

 なお、下記の「平成24年８月期第２四半期累計期間業績見通し」は平成24年８月期第１四半期の実績値に第２四

半期会計期間の業績見通しを加算したものとなっております。  

  

平成24年８月期 第２四半期累計期間業績見通し（平成23年９月１日～平成24年２月29日） 

 売上高       7,481百万円 

 営業利益      2,000百万円 

 経常利益      1,999百万円 

 四半期純期利益   1,173百万円   

  

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含んでおります。実際の実績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

  

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用の計算   

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 
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３．四半期財務諸表 

（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

        前事業年度 

(平成23年８月31日) 

当第１四半期会計期間 

(平成23年11月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 721,316 1,223,379
    受取手形及び売掛金 1,214,723 1,706,654
    その他 183,447 170,155
    貸倒引当金 △6,076 △6,118
    流動資産合計 2,113,411 3,094,070
  固定資産     

    有形固定資産 44,011 188,043
    無形固定資産 98,665 83,737
    投資その他の資産     

      その他 263,317 376,129
      貸倒引当金 △240 △240
      投資その他の資産合計 263,077 375,889
    固定資産合計 405,755 647,670
  資産合計 2,519,166 3,741,741

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 138,417 323,069
    1年内償還予定の社債 35,000 －
    1年内返済予定の長期借入金 66,400 －
    未払法人税等 467,176 423,111
    賞与引当金 62,557 34,039
    その他 314,844 457,846
    流動負債合計 1,084,396 1,238,066
  固定負債     

    長期借入金 117,000 －
    その他 12,598 27,461
    固定負債合計 129,598 27,461
  負債合計 1,213,995 1,265,527

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 583,850 877,853
    資本剰余金 280,815 573,608
    利益剰余金 440,505 1,024,751
    株主資本合計 1,305,170 2,476,213
  純資産合計 1,305,170 2,476,213

負債純資産合計 2,519,166 3,741,741
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（２）四半期損益計算書 

（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

    
当第１四半期累計期間 

(自 平成23年９月１日 

 至 平成23年11月30日) 

売上高 3,581,423

売上原価 2,035,806

売上総利益 1,545,617

販売費及び一般管理費 544,669

営業利益 1,000,947

営業外費用   

  支払利息 877
  社債利息 73
  その他 59
  営業外費用合計 1,010

経常利益 999,937

税引前四半期純利益 999,937

法人税等 415,692

四半期純利益 584,245
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（３）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。   

   

   

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 当社は、平成23年９月27日に東京証券取引所マザーズに上場し、上場に当たり、平成23年９月26日に公募増資に

よる払込を受けました。この結果、当第１四半期会計期間において資本金が179,625千円、資本準備金が179,625千

円増加しております。また、平成23年10月26日付で、大和証券キャピタル・マーケッツ株式会社からの第三者割当

増資の払込を受け、資本金が94,074千円、資本準備金が94,074千円増加しております。さらに、平成23年10月13日

から平成23年11月10日にかけて新株予約権及び新株引受権の行使請求を受け、新株式124,500株の発行を行いまし

た。この結果、当第１四半期会計期間において資本金が20,303千円、資本準備金が19,093千円増加し、当第１四半

期会計期間末において資本金が877,853千円、資本準備金が573,608千円となっております。 

   

   

 


